
　

5
月
臨
時
会
は
、
5
月
13
日
か
ら
5
月
20
日
ま
で
の
8
日
間
の
会
期
で
開

催
し
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
等
を
行
い
、
議
長
に
は

小
野
泰
弘
氏
、
副
議
長
に
は
川
村
孝
好
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
市
長
提
出
の
9
議
案
や
意
見
書
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

５月臨時会

●
各
種
役
員
・
委
員
等
 
…
…
…
…
…
…
2
〜
3

●
22
年
度
政
務
調
査
費
の

　

会
派
別
収
入
・
支
出
状
況
 
…
…
…
…
…
…
3

●
意
見
書
、
審
議
結
果
一
覧
等
 
…
…
…
…
…
4

主

な

内

容
（
ペ
ー
ジ
）

監

査

委

員 公明党磐田
大泉町 14-5

誠和会
池田 986-2

　

こ
の
た
び
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の

任
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
震
災
に
よ
る
影
響
は
い
ま
だ
計
り
知
れ
ず
、
戦
後
最
大
の
震
災

危
機
で
あ
り
、
本
市
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
被
災
地
の
皆
様
方
の
我
慢
強
さ
と
礼
儀
正
し
さ
を
見
る
に
つ

け
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
い
た
ず

ら
に
悲
観
主
義
に
陥
る
こ
と
な
く
、
日
本
全
体
が
、
そ
し
て
磐
田
市
が

元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
行
政
当
局
と
建
設
的

で
真
摯
な
議
論
を
展
開
し
、
市
政
推
進
に
一
層
の
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。
加
え
て
議
会
自
ら
の
改
革
の
た
め
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
議
会
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の

皆
様
方
の
な
お
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

市
政
推
進
に
一
層
の
尽
力
と
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

磐
田
市
議
会
議
長　
　

小　

野　

泰　

弘

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

加　

藤　

治　

吉　

61
歳

副
議
長

　

川　

村　

孝　

好　

63
歳

議　

長小　

野　

泰　

弘　

59
歳

議長に小野泰弘氏を選出
副議長は川村孝好氏

ー 1ー古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています。
古紙パルプ配合率１００％再生紙を使用
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会
派
名
簿

（
平
成
23
年
5
月
13
日
現
在
）

（
◎
代
表
者
）

◇
創
志
会
（
8
人
）

◎
鈴
木
昭
二　

寺
田
幹
根

　

髙
田
正
人　

村
田
光
司

　

宮
澤
博
行　

加
藤
治
吉

　

岡　
　

實　

山
田
安
邦

◇
誠
和
会
（
6
人
）

◎
早
川
勝
次　

鈴
木
啓
文

　

河
島
直
明　

川
村
孝
好

　

増
田
暢
之　

小
木
秀
市

◇
新
磐
田
（
6
人
）

◎
松
野
正
比
呂　

加
藤
文
重

　

寺
田
辰
蔵　

川
崎
和
子

　

玉
田
文
江　

八
木
啓
仁

◇
日
本
共
産
党
磐
田
市
議
団

（
3
人
）

◎
高
梨
俊
弘　

根
津
康
広

　

稲
垣
あ
や
子　

◇
公
明
党
磐
田
（
2
人
）

◎
鈴
木
喜
文　

小
野
泰
弘

◇
五
和
会
（
2
人
）

◎
八
木
邦
雄　

八
木
正
弘

◇
争
論
（
1
人
）

◎
中
村　

薫

常
任
委
員
会
委
員

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

総
務
委
員
会

◎
鈴
木
喜
文　

○
寺
田
辰
蔵

　

髙
田
正
人　
　

中
村　

薫

　

宮
澤
博
行　
　

根
津
康
広

　

玉
田
文
江　
　

河
島
直
明

　

鈴
木
昭
二　
　

川
村
孝
好

民
生
教
育
委
員
会

◎
川
崎
和
子　

○
村
田
光
司

　

加
藤
文
重　
　

八
木
邦
雄

　

稲
垣
あ
や
子　
　

小
野
泰
弘

　

早
川
勝
次　
　

加
藤
治
吉

　

増
田
暢
之

建
設
産
業
委
員
会

◎
高
梨
俊
弘　

○
松
野
正
比
呂

　

寺
田
幹
根　
　

八
木
正
弘

　

鈴
木
啓
文　
　

八
木
啓
仁

　

岡　
　

實　
　

山
田
安
邦

　

小
木
秀
市

議
会
運
営
委
員
会
委
員

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

◎
鈴
木
昭
二　

○
増
田
暢
之

　

加
藤
文
重　
　

寺
田
辰
蔵

　

八
木
正
弘　
　

鈴
木
喜
文

　

根
津
康
広　
　

早
川
勝
次

　

岡　
　

實

特
別
委
員
会
委
員

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
河
島
直
明　

○
稲
垣
あ
や
子

　

寺
田
幹
根　
　

寺
田
辰
蔵

　

八
木
邦
雄　
　

鈴
木
喜
文

　

玉
田
文
江　
　

山
田
安
邦 

　

小
木
秀
市

組
合
議
会
議
員

中
遠
広
域
事
務
組
合
議
会

　

松
野
正
比
呂　
　

八
木
正
弘

　

鈴
木
啓
文　
　

根
津
康
広

　

小
野
泰
弘　
　

鈴
木
昭
二

　

山
田
安
邦

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
よ
お
か
管
理

組
合
議
会

　

川
崎
和
子　
　

小
野
泰
弘

太
田
川
原
野
谷
川
治
水
水
防
組
合

議
会

　

加
藤
文
重　
　

寺
田
幹
根

　

村
田
光
司　
　

小
木
秀
市

中
東
遠
看
護
専
門
学
校
組
合
議
会

　

宮
澤
博
行　
　

小
野
泰
弘

　

増
田
暢
之

浅
羽
地
域
湛
水
防
除
施
設
組
合
議
会

　

寺
田
辰
蔵　
　

河
島
直
明

各
種
役
員
・
委
員

（
議
員
選
出
）

磐
田
市
土
地
開
発
公
社
理
事

　

根
津
康
広　
　

山
田
安
邦 

磐
田
市
土
地
開
発
公
社
監
事

　

加
藤
治
吉

磐
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

　

八
木
正
弘

磐
田
市
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域

審
議
会
委
員

　

稲
垣
あ
や
子　
　

増
田
暢
之

磐
田
市
旧
見
付
学
校
協
議
会
委
員

　

松
野
正
比
呂

福
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員

　

加
藤
治
吉

磐
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員

　

寺
田
幹
根　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
民
文
化
会
館
等
運
営
委
員

会
委
員

　

寺
田
辰
蔵　
　

岡　
　

實

磐
田
市
特
別
業
務
地
区
建
築
審
議

会
委
員

　

鈴
木
啓
文

磐
田
市
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
委
員

　

八
木
正
弘　
　

河
島
直
明

磐
田
市
地
区
計
画
審
議
会
委
員

　

中
村　

薫　
　

宮
澤
博
行

磐
田
市
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
委
員

　

八
木
邦
雄

磐
田
市
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
審

議
会
委
員

　

玉
田
文
江

公
務
災
害
補
償
等
認
定
委
員
会
委
員

　

岡　
　

實

磐
田
市
社
会
教
育
委
員

　

玉
田
文
江

社
会
福
祉
法
人
磐
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
評
議
員

　

川
崎
和
子

磐
田
市
旅
館
建
築
審
査
会
委
員

　

中
村　

薫

磐
田
市
立
学
校
給
食
運
営
委
員
会

委
員

　

村
田
光
司　
　

鈴
木
喜
文

磐
田
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

加
藤
文
重　
　

鈴
木
啓
文

　

稲
垣
あ
や
子　
　

河
島
直
明

　

山
田
安
邦

磐
田
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　

根
津
康
広　
　

増
田
暢
之

財
団
法
人
磐
田
市
振
興
公
社
評
議

員
会
評
議
員

　

鈴
木
喜
文

磐
田
都
市
計
画
事
業
磐
田
市
駅
北

土
地
区
画
整
理
審
議
会
委
員

　

高
梨
俊
弘

財
団
法
人
静
岡
県
下
水
道
公
社
評

議
員
会
評
議
員

　

高
梨
俊
弘

ふ
れ
あ
い
福
田
漁
港
建
設
促
進
協

議
会
会
員

　

寺
田
幹
根　
　

小
野
泰
弘

磐
田
市
林
業
振
興
協
議
会
委
員

　

松
野
正
比
呂　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議
委
員

　

小
野
泰
弘

磐
田
市
新
東
名
高
速
道
路
建
設
対

策
協
議
会
委
員

　

加
藤
文
重　
　

宮
澤
博
行

ー2ー
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磐
田
市
豊
岡
地
区
一
雲
済
川
改
修

促
進
協
議
会
委
員

　

鈴
木
昭
二　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
豊
岡
地
区
主
要
地
方
道
浜

北
袋
井
線
整
備
促
進
協
議
会
委
員

　

鈴
木
昭
二　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
豊
岡
地
区
新
東
名
高
速
道

路
建
設
対
策
協
議
会
委
員

　

鈴
木
昭
二　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
豊
岡
地
区
天
竜
川
治
水
整

備
促
進
連
絡
会
委
員

　

鈴
木
昭
二　
　

小
木
秀
市

磐
田
市
遠
江
国
分
寺
跡
整
備
委
員

会
委
員

　

村
田
光
司　
　

川
崎
和
子

磐
田
市
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
審
査
委

員
会
委
員

　

鈴
木
喜
文

磐
田
市
交
通
安
全
対
策
委
員
会
委
員

　

中
村　

薫

磐
田
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

推
進
委
員
会
委
員

　

小
野
泰
弘

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
監
事

　

小
野
泰
弘

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
委
員

　

高
梨
俊
弘

浜
松
袋
井
線
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
評
議
員

　

村
田
光
司　
　

鈴
木
啓
文

　

河
島
直
明

県
道
袋
井
大
須
賀
線
外
二
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
委
員

　

小
野
泰
弘

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
副

会
長

　

川
村
孝
好

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
監
事

　

加
藤
治
吉

天
竜
川
治
水
促
進
期
成
同
盟
会
理
事

　

稲
垣
あ
や
子　
　

玉
田
文
江

　

岡　
　

實

全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
大
会
推
進
連
絡
協
議
会
副

会
長

　

小
野
泰
弘

全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
推
進
連
絡
協
議
会
委
員

　

鈴
木
喜
文　
　

川
村
孝
好

遠
州
灘
沿
岸
保
全
対
策
促
進
期
成

同
盟
会
委
員

　

寺
田
辰
蔵　
　

小
野
泰
弘

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推

進
協
議
会
顧
問

　

小
野
泰
弘

二
級
河
川
太
田
川
水
系
蟹
田
川
整

備
促
進
協
議
会
顧
問

　

八
木
邦
雄

中
遠
地
域
消
防
救
急
広
域
化
推
進

協
議
会
委
員

　

小
野
泰
弘

中
東
遠
地
域
消
防
指
令
業
務
共
同

運
用
推
進
協
議
会
委
員

　

小
野
泰
弘

22年度 政務調査費の会派別収入・支出状況
　政務調査費とは、議員の調査研究に役立てるた

めに必要な経費の一部として、議会の会派からの

申請により交付されるもので、地方自治法に基づ

き条例で定めています。議員の政策立案能力向上

や、議会の監視機能の強化を図るための活動など

に活用されています。

　本市の政務調査費は、1人当たり年額30万円で、

上半期と下半期の2回にわけ、会派に交付されます。

22年度の収入・支出状況は下表のとおりで、残余

金は市へ返納されました。

会 派 名 五 和 会 誠 和 会 新 磐 田 日本共産党
磐田市議団 公明党磐田 争　　論 合　　計

交付対象人数 11人 6人 上半期7人
下半期6人 3人 2人 1人 上半期30人

下半期29人

収　

入

交付金
上期 1,650,000 900,000 1,050,000 450,000 300,000 150,000 4,500,000

下期 1,650,000 900,000 900,000 450,000 300,000 150,000 4,350,000

雑 収 入 131 76 53 71 44 36 411

計 3,300,131 1,800,076 1,950,053 900,071 600,044 300,036 8,850,411

支　
　
　
　

出

研究研修費 603,910 30,000 0 148,920 5,420 0 788,250

調 査 旅 費 1,747,214 931,020 598,880 0 120,090 44,710 3,441,914

資料作成費 0 0 0 0 0 0 0

図書・資料費 94,245 55,000 52,535 0 70,600 0 272,380

広 報 費 336,976 361,032 1,131,714 549,359 0 0 2,379,081

広 聴 費 0 0 11,903 0 0 0 11,903

事 務 費 145,675 67,557 128,576 96,122 107,424 0 545,354

その他経費 0 0 0 0 0 0 0

合 計
2,928,020 1,444,609

(1,923,608)
1,896,424 794,401 303,534 44,710

(7,438,882)
7,411,698

残 余 金 372,111 355,467 53,629 105,670 296,510 255,326 1,438,713

※1　政務調査費1,896,424円に会派からの持ち出し分27,184円を加え、合計1,923,608円を支出しました。
※2　下半期途中に1人減となり、その際の返還金96,145円が残余金に含まれます。
※3　上半期途中に1人減となり、その際の返還金53,629円が残余金となっています。

（単位：円）

※2 ※3

※1

いわた市議会だより
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審 議 結 果
■全会一致により可決・同意された議案

職員定数条例の一部改正

教育委員会の委員任命の同意

磐田市外１組合公平委員会の委員選任の同意

固定資産評価審査委員会の委員選任の同意

　〃

　〃

市税条例の一部改正

監査委員選任の同意

職員の退職年金等の給付に関する条例の一部改正

震災対策の強化を求める意見書

■本会議で行われた選挙

市議会議長の選挙

市議会副議長の選挙

中遠広域事務組合議会議員の補欠選挙

養護老人ホームとよおか管理組合議会議員の補欠

選挙

太田川原野谷川治水水防組合議会議員の補欠選挙

中東遠看護専門学校組合議会議員の補欠選挙

浅羽地域湛水防除施設組合議会議員の補欠選挙

■そのほか本会議で議題となった案件

市議会議長の辞職

市議会副議長の辞職

市議会常任委員の選任

市議会運営委員の選任

市議会議員の派遣

　

議
会
だ
よ
り
第
31
号
か
ら
私

ど
も
が
編
集
を
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
、
見
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
紙
面
を
目

指
し
て
努
力
い
た
し
ま
す
。

委

員

長　

鈴　

木　

啓　

文

副
委
員
長　

寺　

田　

幹　

根

委

員
　
　

八　

木　

正　

弘

委

員
　
　

鈴　

木　

喜　

文

委

員
　
　

稲　

垣　

あ
や
子

委

員
　
　

八　

木　

啓　

仁

議
会
報
編
集
委
員
会

―６月１３日～７月５日（２３日間）―

　日程は変更する場合もありますので、事前に議会事務局(電
話0538-37-4822、ファックス0538-37-4845)までお問い合わせ
ください。

6月13日　本会議（議案の上程、説明）
20日　本会議（一般質問）
21日　本会議（一般質問）
22日　本会議（一般質問）
23日　本会議（一般質問予備日）
24日　本会議（議案に対する質疑）
27日　常任委員会
28日　常任委員会
29日　常任委員会（審査予備日）

7月 5日　本会議（議案の採決）

　　　※いずれも午前10時から

　

平
成
23
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
大
津
波
も
加
わ

り
、
東
北
地
方
を
中
心
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
我
が
国
に
大
き
な
衝
撃
を

与
え
た
。

　

磐
田
市
議
会
は
、
今
回
の
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
と
そ
の
遺
族
に
対
し
、

深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
被
災
者
の
生
活
再
興
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
切
に
願
う
も
の
で
あ

る
。

　

今
回
の
大
地
震
と
大
津
波
は
、
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模
の
も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
こ
の
大
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
放
射
性
物
質
を

拡
散
さ
せ
、
被
害
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

大
規
模
地
震
は
、
想
定
さ
れ
る
被
害
が
甚
大
か
つ
深
刻
で
あ
る
た
め
、
国
・
地
方

自
治
体
・
関
係
機
関
・
住
民
等
が
様
々
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
害
軽
減

を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
特
に
切
迫
度
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南

海
・
南
海
地
震
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
効
果
的
な
被
害
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
中
部
電
力
株
式
会
社
で
は
、
国
の
要
請
を
受
け
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
の
全
て
の
号
機
の
運
転
を
停
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
こ
と
は
、
国
家
の
最
も
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
被
害

の
軽
減
に
向
け
た
総
合
的
な
防
災
対
策
は
、
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
関
し
て
特
段
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。

記

1　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
東
海
・
東
南
海
・
南
海
の
3
地
震
が
同
時
発
生

し
た
場
合
の
詳
細
な
被
害
想
定
を
早
急
に
行
う
と
共
に
、
地
震
対
策
大
綱
を
早

期
に
策
定
す
る
こ
と
。

2　

東
海
地
震
の
想
定
震
源
域
に
立
地
す
る
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
、
中
部

電
力
株
式
会
社
に
対
し
て
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
運
転

停
止
中
に
お
い
て
も
住
民
に
対
す
る
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
う
と
共
に
、
万

全
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

3　

原
子
力
安
全
委
員
会
の
防
災
指
針
に
よ
る
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ
き

地
域
の
範
囲
（
E
P
Z
）
を
国
際
原
子
力
機
関
（
I
A
E
A
）
が
提
唱
し
て
い

る
緊
急
防
護
措
置
計
画
範
囲
（
U
P
Z
）
に
準
じ
て
半
径
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

拡
大
す
る
こ
と
。

4　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
原
子
力
に
頼
ら
な
い
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
推

進
す
る
た
め
の
予
算
を
重
点
的
に
配
分
す
る
こ
と
。

◎
震
災
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

（
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大

臣
、
環
境
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防
災
）、
衆
・
参
議
院
議
長
あ
て
）
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(2 )

(3 )

(4 )

(5 )

(6 )

(7 )

(8 )

(9 )

(10)

(1 )

(2 )

(3 )

(4 )

(5 )

(6 )

(7 )

(1 )

(2 )

(3 )

(4 )

(5 )
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